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行政のお知らせ

令和７年度行田市表彰式を開催しました

地
区
青
少
年
育
成
会
会
長

渡
邉　
和
久

地
区
人
権
教
育
推
進
協
議
会
会
長
吉
岡　
保
夫

行
田
市
民
大
学
理
事
長

今
村　
武
蔵

元
行
田
市
書
道
人
連
盟
会
長

寺
崎　
三
惠

行
田
フ
ラ
ワ
ー
デ
ザ
イ
ン
協
会
会
長清

水　
久
子

行
田
詩
吟
連
盟
会
長

坂
本　
邦
孝

行
田
市
写
真
連
盟
会
長

大
澤
賢
一
郎

行
田
絵
手
紙
あ
お
い
会
会
長

大
沼　
榮
藏

行
田
市
工
芸
協
会
カ
リ
タ
ス
Ｓ
41
会
長

滝
澤
布
沙
子

行
田
市
碁
楽
会
会
長

伊
藤　
和
由

美
布
の
会
会
長

新
井　
久
美

行
田
吹
奏
楽
連
盟
会
長

青
木　
淳
治

行
田
ハ
ー
モ
ニ
カ
ソ
サ
エ
テ
ィ
会
長

馬
場　
和
雄

さ
き
た
ま
盆
栽
会
会
長

金
子　
孝
生

行
田
市
合
唱
連
盟
会
長

大
澤　
惠
子

地
区
ス
ポ
ー
ツ
協
会
会
長

平
社　
正
俊

　
　
同

大
塚　
髙
雄

　
　
同

大
木　
浩
二

元
社
会
教
育
指
導
員

田
村　
隆
信

社
会
教
育
指
導
員

関
口　
博
文

元
公
民
館
長

富
田　
政
博

生
涯
学
習
推
進
員

村
田　
源
一

公
益
の
た
め
多
額
の
金
品
を
寄
附
さ
れ
た
方

湯
本　
茂
作

公
益
の
た
め
金
品
を
寄
附
さ
れ
た
団
体

大
野
建
設
株
式
会
社

彩
源
株
式
会
社

株
式
会
社
し
の
ざ
き

東
日
本
メ
デ
ィ
コ
ム
株
式
会
社

山
本
食
品
工
業
株
式
会
社

国
井
興
業
株
式
会
社

有
限
会
社
野
澤
建
設

感
謝
状
の
贈
呈
（
順
不
同
・
敬
称
略
）

ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
を
受
賞
さ
れ
た
日
本
原
水
爆

被
害
者
団
体
協
議
会
で
事
務
局
次
長
を
務
め
る

な
ど
、
平
和
の
実
現
に
向
け
た
献
身
的
な
努
力

と
実
績
に
対
し
特
別
表
彰
を
贈
呈
す
る
も
の

日
本
原
水
爆
被
害

者
団
体
協
議
会
事

務
局
次
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
濵
中　
紀
子

▼
問
い
合
わ
せ
　
総
務
課
総
務
法
規
担
当（
内

線
２
１
６・
２
１
７
）、
地
域
活
動
推
進
課
協

働
推
進
担
当（
内
線
２
５
３
）

特
別
表
彰
の
贈
呈
（
敬
称
略
）

行
政
委
員
会
委
員
と
し
て
永
年
勤
続
さ
れ
た
方

選
挙
管
理
委
員
会
委
員

江
森　
　
保

　
　
同

森
田　
増
雄

　
　
同

新
井　
敏
夫

農
業
委
員
会
委
員

新
井　
健
一

　
　
同

宮
﨑　
　
薫

附
属
機
関
の
委
員
な
ど
と
し
て
永
年
勤
続
さ
れ
た
方

農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員

浜
山　
陽
子

　
　
同

髙
沢　
宗
春

　
　
同

秋
山　
玉
江

国
民
健
康
保
険
運
営
協
議
会
委
員
荒
木　
　
宏

元
ス
ポ
ー
ツ
推
進
審
議
会
委
員

大
野
久
美
子

ス
ポ
ー
ツ
推
進
審
議
会
委
員

川
上　
新
一

市
政
の
振
興
に
貢
献
さ
れ
た
方

自
治
会
長

吉
田　
豊
彦

　
　
同

芹
澤　
幹
夫

　
　
同

大
澤　
廣
壽

　
　
同

千
野　
三
郎

　
　
同

安
𠩤　
一
夫

　
　
同

北
村　
邦
雄

　
　
同

榊
 
　
　
慶
裕

社
会
福
祉
の
増
進
に
貢
献
さ
れ
た
方

民
生
委
員
・
児
童
委
員

鈴
木　
輝
夫

　
　
同

中
村　
信
子

　
　
同

木
暮　
　
要

　
　
同

松
本
幸
太
郎

　
　
同

青
木　
洋
一

　
　
同

田
島　
　
均

　
　
同

岡
田　
直
子

　
　
同

本
望　
英
子

　
　
同

滝
田
真
佐
美

　
　
同

大
村
佐
知
子

　
　
同

見
澤
は
る
み

表
彰
状
の
贈
呈
（
順
不
同
・
敬
称
略
）

民
生
委
員
・
児
童
委
員

青
木　
敦
子

元
行
田
市
女
性
活
躍
推
進
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議
委
員

吉
澤　
篤
人

行
田
市
女
性
活
躍
推
進
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議
委
員

岡
田　
恵
美

　
　
同

根
岸　
桃
子

教
育
・
文
化
お
よ
び
体
育
の
向
上
に
貢
献
さ
れ
た
方
並
び
に
団
体

地
区
ス
ポ
ー
ツ
協
会
太
田
地
区
ス
ポ
ー
ツ
協
会

元
地
区
青
少
年
育
成
会
会
長

新
井　
浩
美

　
　
同

森　
　
安
正

青
少
年
育
成
会
連
絡
協
議
会
会
長
、

地
区
青
少
年
育
成
会
会
長

柿
沼　
俊
充

地
区
青
少
年
育
成
会
会
長

小
倉　
晴
美

　
　
同

中
村　
賢
一

　
　
同

大
沢　
正
和

　
　
同

森　
　
一
豊

　
　
同

梁
瀬　
里
司

　
　
同

青
木　
敦
子

11
月
3
日
、「
令
和

7
年
度
行
田
市
表
彰

式
」
が
「
み
ら
い
」
文

化
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。表
彰
式
で
は
、

各
分
野
で
活
躍
し
、
市

お
よ
び
市
民
の
誇
り
と

な
る
べ
き
顕
著
な
業
績

を
挙
げ
ら
れ
た
67
人
、

8
団
体
が
表
彰
さ
れ
、

行
田
市
長
か
ら
表
彰
状

が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
こ
で
は
、
表
彰
を

受
け
た
皆
さ
ん
を
紹
介

し
ま
す
。

功労の事績
　氏は、平成15年5月から
平成19年4月までおよび平
成23年5月から平成31年4
月までの計3期12年を行田
市議会議員として在任し、市
民の声を市政に反映させるた

め、市議会において積極的に発言するなど市政の適
切な運営に貢献しました。
　また、令和元年5月から令和5年4月まで1期4年
を行田市長として在任し、自身の民間企業での経験
を生かすだけでなく、卓越したリーダーシップを発揮
することで、前例に捉われない柔軟な市政運営に取
り組んだ他、地域のさらなる発展に尽力しました。
　この間氏は、地域の人口減少に歯止めがかからな
い中、子育て世帯の支援に積極的に取り組み、中学
生の学校給食費無償化を実施するとともに、児童生
徒の学力向上を図るため、学力向上支援教員の配置
や学校ICT化などを推進し、子育て世帯が安心して

暮らせるようにするための施策や子どもたちが変化の
激しい時代を生き抜く力を育むための施策を実施しま
した。
　また、市長就任当初より「稼げる地域観光」を標榜
し、観光協会を発展的に解散、新たに埼玉県内初の
登録DMO（観光地域づくり法人）となる「行田おもてな
し観光局」を設立しました。その結果、市の観光物産
館の売上が大きく伸長しただけでなく、「行田花手水」
の実施や「さきたまテラス」の整備など、新たな観光
資源の創出につながり、市の魅力創造に大きく寄与
しました。
　さらには、本市の歴史あるまち並みの維持および
景観の向上を図るため、モデル区間である「八幡通り」
を中心に整備を進め、行田らしい魅力あふれるまち
並みの創出に尽力した他、激甚化する災害への対策
のため、災害発生時の情報発信手段として市のSNS
（ソーシャル・ネットワーキング・サービス）の活用、
埼玉県と連携した河川の拡幅や遊水地の整備に積極
的に取り組むなど、市民の安心安全の確保に尽力し
ました。これらの功績は顕著であります。

自治功労表彰 石井　直彦 氏

市 民 功 労市 民 功 労

　11月17日、株式会社サイネックスと『行田市「シ
ティプロモーション特設サイト」の協働構築・運用に
関する協定』を締結しました。
　この協定により、行政情報の他、地域住民や事業者、
民間団体の情報を集約し、一体的に地域の魅力発信を
行うためのシティプロモーション特設サイト「わが街
ポータル」を構築・運用することで、さらなる住民サー
ビスの向上と地域の活性化を図ります。
　なお、サイトのオープンは令和8年8月頃を予定し
ています。

▶問い合わせ　企画政策課公民連携担当（内線308）

株式会社サイネックスと『行田市「シティ
プロモーション特設サイト」の協働構築・
運用に関する協定』を締結しました

久保博信取締役 執行役員（左）と行田市長


